
高浜キッズこども園                   令和 3年 2月２６日 

２月 

ぱんだ・こあら組 

すてっぷあっぷ 

暦のうえでは春を迎えましたが、戸外へ出ると吐く息が白く、まだしばらくは    

寒い日が続きそうです。子どもたちは、園庭に雪が積もったり、氷があるのを見つ  

けたりしては喜んで遊びを満喫しています。今の季節にしか出来ない遊びをたくさん

経験したいと思います。 

 
２月のようす 

○クッキング○ ～きな粉づくり～ 

 ４日に豆まきの豆を使ってきな粉づくりをしました。まず最初に醤油や味噌など

大豆から作られている加工品の説明を聞くと、「これ全部豆から？」「お家で食べた

ことある」など興味津々で見ていました。豆をミルサーにかけて粉にするときは、

音に驚きながらも保育教諭と手を添えて一緒に取り組み、慣れてくると自分から 

スイッチを押し、ミルサーを支えていました。あっという間に粉になる様子に   

「きな粉や～」「美味しそう！」と不思議ながらも嬉しそうに見ていました。粉を

ふるいにかけて更に細かくするときも丁寧にふるいを叩いており、周りで見ている

子も粉がこぼれないようにボウルを支えるなど協力して取り組んでいました。   

出来上がったきな粉はわらび餅にたくさんかけて喜んで食べていました。  

○生活発表会○ 

 １０日に生活発表会がありました。お家の方にカッコ良い姿を見せたい一心で 

毎日一生懸命練習に取り組んでいました。当日は少し緊張した様子が見られながら

も背筋を伸ばしカッコ良く歩いて登場しました。歌では、ホールの広さに負けない 

大きな声で歌い、振り付けも一人ひとりの個性が良く出ていてとても上手でした。 

ダンスでは、カメラに背を向けないことを意識しながら練習に励んできました。 

慣れてくるとカメラ目線をしながら楽しく踊ったり、友達と向き合ってダンスを 

する楽しさを知り、笑顔で可愛く踊っていました。合奏では、聞き親しんでいる  

「ミッキーマウス・マーチ」に口ずさみながら取り組む姿が見られました。音に  

合わせてそれぞれの楽器を叩いて演奏することは難しかったですが、毎日一生懸命

練習を重ねると、リズムが合ってきて一つにまとまった合奏になっていきました。 

初めての生活発表会でしたが、クラスの子どもたち一人ひとりがよく輝いた  

とても素敵なものとなりました。 

○豆まき○ 

 ３日に豆まきをしました。鬼のお面や豆箱を作っている時は当日を楽しみにして 

おり、「鬼は～外！って豆いっぱい投げる」「泣かずに鬼やっつけるで！」などとても

頼もしい姿が見られました。いざ、赤鬼が目の前に現れると驚いて泣いてしまう子も

いましたが、それでも豆を一生懸命に投げたり、怖がらずに最初から鬼に立ち向かう

子の姿も見られました。それぞれが果敢に鬼に豆を投げる姿はとてもカッコ良く、  

部屋に帰ってからも「鬼さんとの約束守る！」と話していました。 

３日（水）ひな祭り 

１５日（月）体操教室（体操服を着て来てください。） 

           ８：５０分までの登園をお願いします。 

１９日（金）身体測定・修了式（一号） 

２６日（金）お誕生会 

３１日（水）修了式 

 

２月に入り、雪が降った日もたくさんあり、子どもたちは外に出るのをいつも   

楽しみにしていました。ふわふわの雪を手に取って「うわ～冷たい～！」「雪だ～！」

と大喜びで走っていたり、水たまりの中に雪を入れると溶けていく様子が面白くて  

「見て！色が変わるよ」と何度も雪を入れたりしていました。また、雪合戦や保育  

教諭と一緒に雪玉を転がして大きな雪だるまを作りました。「みんなに見せたいな」  

「壊したらダメだよ！」とそれぞれ思いがありながらも冬ならではの遊びを思いきり

楽しんでいました。 

 ひな祭り制作では、歌や絵本でイメージが持てているため喜んで作っていました。 

はさみやのりの使い方も上手になってきて、丁寧に切ったり、はみ出さないように  

のりを塗っていました。「おだいりさ～まとおひなさま～」と歌を歌いながら作ったり、

「見たことあるよ、可愛いもん！」と顔を描く時はどんな表情にしようか考えながら

作っていました。作品はホールに飾ってありますので、お時間があればぜひご覧   

ください。 
 


